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12月14～16日の3日間にわたり開催され、計14議案を審議し、全議案可決されました。

一般会計補正予算  6,889万5千円の追加
子育て世帯への臨時特別給付金（2,200万円）など

議案第63号
令和3年度 池田町一般会計補正予算（第4号）
…コロナワクチン追加接種、志津原ファミリーリゾート再開発事業の増額など5,789万5千円を

追加し、予算の総額を38億6,654万9千円に

議案第64号
令和3年度 池田町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
…葬祭費の増額など21万6千円を追加し、予算の総額を3億8万7千円に

議案第65号
令和3年度 池田町国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第3号）
…人件費の増額など129万5千円を追加し、予算の総額を1億8,608万5千円に

議案第66号
令和3年度 池田町簡易水道特別会計補正予算（第2号）
…水道管敷設経費の増額など908万9千円を追加し、予算の総額を3億2,667万8千円に

議案第67号
令和3年度 池田町下水道事業特別会計補正予算（第3号）
…下水道管敷設経費の増額など245万2千円を追加し、予算の総額を2億2,154万円に

議案第68号
令和3年度 池田町介護保険特別会計補正予算（第3号）
…介護サービス給付費の増額等など804万2千円を追加し、予算の総額を4億4,599万7千円に

議案第69号
財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部改正について
…町が保有する土地や家屋の無償貸付などを可能とし財産の有効活用を図るための条例の改正

議案第70号
池田町過疎自立促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について
…固定資産税の課税免除の対象となる業種の変更等が行われたことによる条例の改正

議案第71号
池田町志津原地域リゾート施設の設置及び管理条例の一部改正について
…志津原ファミリーリゾート再開発事業によるマレットゴルフ場を廃止するための条例の改正

議案第72号
池田町営牧場の設置及び管理に関する条例の一部改正について
…能楽の里牧場の環境維持のため目的外の使用について規制を設ける条例の改正

議案第73号
池田町食材供給施設「モクモクハウス 味な館」の設置及び管理に関する条例の廃止について
…志津原ファミリーリゾート再開発事業によるモクモクハウス 味な館の取壊しに伴う条例の廃止

議案第74号
池田町過疎地域持続的発展計画の策定について
…町で策定した「過疎地域持続的発展計画」について議会の議決を求めるもの

議案第75号
令和3年度 池田町一般会計補正予算（第5号）
…子育て世帯への臨時特別給付金の10万円全額を現金での支給とするために1,100万円を

追加し、予算の総額を38億7,754万9千円に

発議第2号
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出について
…令和4年度国家予算での地方税財源の充実を求める意見書を国に提出する議員発議

定例会で提案された議案

【審議結果】 議案第63～75号、発議第2号について全員賛成。

月12 定 例会

11月30日に開催され、特別職および職員の期末手当の支給割合を引き下げる
条例改正3件を審議し、全議案可決されました。

議案第60号 池田町特別職の職員の給与及び旅費等に関する条例の一部改正について

議案第61号 池田町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について

議案第62号 池田町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について

臨時会で提案された議案

【審議結果】 議案第60～62号について宇野邦弘議員が反対。

月11 臨 時会

主 事 業な （千円未満切捨て）

〇子育て世帯への臨時特別給付金....2,200万円
高校 3 年生までの子ども1 人当たり10 万円を
現金で支給。

〇コロナワクチンの追加接種........... 965万7千円
新型コロナワクチン3回目の接種。集団接種は
2月中旬から開始。

〇志津原ファミリーリゾート再開発事業....5,334万2千円
モクモクハウスの解体、大型駐車場整備に向けた河
川の暗渠化を実施。

〇町保有の土地・家屋の貸付に係る条例を改正
地域課題の解決やまちの賑わい創出を目的に、無償
又は低価で借受けが可能に。

〇このほかに
河川の土砂除去（177万円）、農業用水の改修（260
万円）、ウッドラボの機能向上（781万円）、町営牧場
での目的外使用を規制する条例改正等。

新型コロナウイルス感染症対応、志津原地区
再開発に係る事業費を大きく増額。また、今後5
年間の町の地域振興策を行う上での指針となる

「持続的発展計画」も策定。

「志津原ファミリーリゾート再開発事業」
整備基本プランがまとまり、全体整備費の総額

は約8億円と見積もられた。芝生広場やウッドデッ
キ及び駐車場の整備、テラス付きセンターハウスの
建設など2.5haに及ぶ総合整備事業となる。今後、
事業の展開・進捗を図るうえで、設計から施工まで
をトータルでマネジメントする事業者を選定するた
めデザインビルド方式による提案型にて事業の進
展を図っていきたい。整備に対する財源の確保に
ついては約4.4 億円の観光施設整備基金の活用
に加え、辺地債や過疎債を国に要請していく。

「マイナンバーカード取得促進事業」
申請率70％を目標に取り組み、12月12日現在、1,832

件、74.56％の申請となった。

「新型コロナワクチン3回目接種」
原則2回目接種を終了し8ケ月以上経過した18歳以上

の方、約2,000人を対象に集団接種を中心に実施していく。

「福井工業大学との連携協定」
11月11日に、人育て、ものづくりデザイン、自然環境研究、

SDGs研究、伝統文化、音楽、芸術探求等での連携協定
を締結。今後、教育や町づくり課題での連携を深めていく。

町長施政方針及び諸事の報告
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宇野  一正 議員

一般
質問

宇野  邦弘 議員

一般
質問

全
国
で
広
が
り
、国
も
特
別
交
付
税
措
置

「
福
祉
灯
油
」を
池
田
で
も
実
施
を

志
津
原
再
開
発
計
画
の
規
模
縮
小
で

計
画
は
ど
う
変
わ
る
の
か

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
代
高
騰
の

中
、全
国
各
地
で
灯
油
代
を
助

成
す
る「
福
祉
灯
油
」が
広
が
っ

て
い
る
。
県
内
で
も
坂
井
市
が
助

成
す
る
。（
そ
の
後
福
井
市
や
高

浜
町
で
も
実
施
）

政
府
は
、生
活
困
窮
者
な
ど

に
灯
油
購
入
費
の
助
成
を
行
う

地
方
自
治
体
に
特
別
交
付
税
措

置
を
と
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
池

田
町
は
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、高

齢
者
の
世
帯
も
多
い
町
。
県
や

他
市
町
の
様
子
見
に
な
ら
ず
実

施
す
る
よ
う
に
。

保
健
福
祉
課
長

  

国
と
し
て

も
灯
油
な
ど
へ
の
価
格
対
策
を

講
じ
て
お
り
、石
油
価
格
の
情
勢
、

県
や
他
市
町
の
支
援
の
状
況
を

見
極
め
た
う
え
で
実
施
す
べ
き

と
考
え
て
お
り
、現
在
、町
と
し

て
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

冠
山
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
ズ
リ
が

な
ぜ
足
羽
川
ダ
ム
事
業
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

冠
山
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
残
土
の

一
部
が
、足
羽
川
ダ
ム
事
業
の
金

見
谷
川
の
埋
立
用
に
運
ば
れ
て

お
り
ダ
ン
プ
の
通
行
も
増
え
て
い

る
。そ
も
そ
も
冠
山
ト
ン
ネ
ル
の

掘
削
ズ
リ
は
ど
れ
だ
け
あ
り
、ど

ん
な
活
用
計
画
な
の
か
。こ
の
掘

削
残
土
が
な
ぜ
、足
羽
川
ダ
ム
事

業
に
運
ば
れ
て
い
る
の
か
。
ダ
ム

事
業
に
必
要
な
骨
材
や
土
砂
は
、

他
か
ら
持
ち
込
ま
な
い
の
が
原

則
で
は
な
い
か
。
ダ
ム
の「
原
石

山
」や
水
海
川
導
水
ト
ン
ネ
ル
の

掘
削
残
土
で
足
り
な
い
た
め
か
。

導
水
ト
ン
ネ
ル
工
事
技
術
検

討
委
員
会
の
報
告
で
は
、「
地
盤

が
軟
弱
な
活
断
層
の
影
響
が
想

定
よ
り
広
く
、こ
の
ま
ま
進
め
た

ら
大
量
の
湧
水
が
推
定
さ
れ
、ト

ン
ネ
ル
の
崩
壊
も
懸
念
さ
れ
る
」

「
破
砕
帯
に
は
溶
岩
も
含
ま
れ
、

想
定
し
た
地
質
条
件
よ
り
も
悪

い
脆
弱
な
区
間
が
続
い
て
い
る
」

と
し
、工
事
進
捗
も
一
年
以
上
遅

れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
脆
弱
区
間

の
掘
削
ズ
リ
は
砂
状
で
、と
て
も

骨
材
や
埋
め
立
て
に
使
え
そ
う

で
は
な
い
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。

だ
か
ら
、薮
田
山
か
ら
冠
山
ト
ン

ネ
ル
の
掘
削
残
土
を
運
ん
で
い
る

の
か
。町
と
し
て
ど
う
把
握
し
て

い
る
の
か
。

同
じ
よ
う
に
破
砕
帯
が
あ
る

だ
ろ
う
山
に
、さ
ら
に
２
本
も
の

導
水
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
長
期
計
画

に
つ
い
て
こ
の
際
認
め
な
い
よ
う
に
。

「
道
の
オ
ア
シ
ス 

フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

ン
テ
ラ
ス
整
備
計
画
」と
し
て
規

模
縮
小
さ
れ
た
志
津
原
再
開
発

計
画
で
は
能
面
美
術
館
は
現
在

地
に
残
す
と
し
て
い
る
。こ
の
変

更
は
当
然
で
あ
り
、歓
迎
す
る
。

当
初
計
画
の
足
湯
と
か
馬
車
を

走
ら
せ
る
こ
と
や
河
川
側
の
杉

林
を
広
葉
樹
に
変
え
て
い
く
こ

と
は
な
く
な
っ
た
の
か
。

町
土
政
策
課
長

  

冠
山
の
掘

削
ズ
リ
は
町
内
５
か
所
に
16
万

㎥
仮
置
き
さ
れ
て
お
り
、岐
阜
県

側
の
工
事
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
一
部
経
済
的
に
有

利
な
場
合
は
福
井
県
側
で
も
活

用
で
き
、旧
池
田
分
校
横
の
造
成

に
は
活
用
し
て
い
る
。

全
体
計
画
で
新
た
な
導
水
ト

ン
ネ
ル
計
画
は
触
れ
ら
れ
て
い
る

が
、現
在
の
整
備
計
画
に
は
登
載

さ
れ
て
い
な
い
の
で
現
段
階
で
は

答
え
る
立
場
に
な
い
。
ダ
ム
事
業

に
つ
い
て
の
技
術
的
な
こ
と
は
ダ

ム
対
策
特
別
委
員
会
に
て
聞
い

て
ほ
し
い
。

町　

長

  

町
内
の
公
共
事
業

の
状
況
に
つ
い
て
詳
細
す
べ
て
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
が
担
当
課
が

把
握
は
し
て
い
る
。
た
だ
本
会
議

で
答
え
る
責
任
的
な
も
の
を
考

え
た
時
、答
弁
は
差
し
控
え
た

ほ
う
が
い
い
と
私
か
ら
指
示
を
し

た
の
で
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

で
聞
い
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

本
議
会
で
提
案
さ
れ
た「
池

田
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
」で
も
新
し
い
冠
荘
を
つ
く

る
と
さ
れ
て
い
る
が
、前
計
画
通

り
そ
ば
道
場
奥
と
い
う
こ
と
か
。

過
大
な
投
資
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、改
め
て
冠
荘
の
現
在
の
場
所

で
の
改
築
に
し
、３
か
所
も
の
温

泉
供
給
施
設
は
見
直
す
よ
う
求

め
た
い
。

町政に問う一般質問とは、議員が町行財政全般にわたって、
自らの意見を述べ、執行機関に見解を求めるものです。

モ
デ
ル
林
整
備
事
業
は
、森
林

組
合
や
林
業
事
業
体
の
協
力
を

得
て
進
め
る
こ
と
に
な
る
事
業

で
あ
る
。
現
在
、森
林
組
合
が
受

注
し
作
業
を
し
て
い
る
が
、そ
の

中
に
は
池
田
の
林
業
従
事
者
は

数
人
し
か
お
ら
ず
、木
望
の
森
づ

く
り
１
０
０
年
プ
ロ
ジェ
ク
ト
を

進
め
て
い
く
上
で
多
方
面
の
人

材
を
育
て
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
池
田
の
森
林
を
守
っ
て

い
く
人
材
育
成
を
外
部
の
企
業

や
森
林
組
合
に
委
託
す
る
の
か
、

町
で
独
自
に
育
成
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、町
に
山
林
を
寄
付
、長

期
経
営
委
託
を
し
て
も
よ
い
と

の
申
し
出
が
あ
る
と
聞
く
が
、現

状
は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。

木
望
の
森
づ
く
り
課
長

人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、木
望

の
森
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
モ

デ
ル
林
整
備
事
業
の
中
で
、専
門

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
指
導
を
受

け
実
践
・
研
究
を
行
い
、そ
れ
を

繰
り
返
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ

と
で
、次
世
代
に
選
ば
れ
関
心

を
生
む
森
づ
く
り
・
山
づ
く
り

を
発
信
し
、そ
の
こ
と
で
人
材
育

成
に
繋
が
れ
ば
と
取
り
組
ん
で
い

る
。
よ
っ
て
他
に
委
託
や
町
独
自

で
育
成
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、山
林
寄
付
の
現
状
は

令
和
２
年
度
に
１
名
よ
り
相
談

を
う
け
て
い
る
。

林
業
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

上
水
道
に
つ
い
て

今
年
の
よ
う
な
長
雨
が
続
く

と
志
津
原
の
取
水
河
川
で
災
害

が
起
き
れ
ば
取
水
が
ス
ト
ッ
プ
し
、

中
地
区
の
上
水
道
へ
の
影
響
は

甚
大
で
あ
る
。
そ
の
影
響
を
回

避
す
る
た
め
、水
海
足
谷
林
道
沿

い
、足
羽
川
ダ
ム
調
査
ボ
ー
リ
ン

グ
パ
イ
プ
か
ら
噴
き
出
す
地
下

水
を
中
地
区
の
上
水
道
に
使
用

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
か
。

ま
た
、
角
間
郷
地
区
に
お
い

て
は
例
年
水
不
足
が
起
き
や
す

い
と
聞
く
が
、
中
地
区
か
ら
角

間
郷
地
区
へ
上
水
道
を
繋
い
で
、

水
が
不
足
し
た
と
き
は
送
る
よ

う
に
し
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
。

町
土
整
備
課
長

  

池
田
町
簡

易
水
道
の
中
地
区
の
水
源
は
志

津
原
地
係
、
大
黒
谷
の
表
流
水

を
使
用
し
て
お
り
福
井
豪
雨
の

時
に
は
取
水
口
の
ス
ク
リ
ー
ン
や

進
入
路
部
の
ブ
ロ
ッ
ク
積
が
被

災
し
た
。
ご
指
摘
の
水
海
足
谷

川
沿
い
の
ボ
ー
リ
ン
グ
井
戸
に
つ

い
て
は
、
温
見
断
層
の
真
上
に

調
査
用
に
掘
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、今
後
断
層
を
横
断
す
る
導

水
ト
ン
ネ
ル
の
影
響
、特
に
水
量

変
化
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
か

ら
水
道
水
源
に
は
不
適
切
で
あ

る
。
非
常
時
に
は
、
配
管
が
接

続
さ
れ
て
い
る
水
海
荒
谷
水
源

か
ら
の
給
水
や
、
代
替
え
水
源

と
し
て
割
谷
川
の
表
流
水
を
仮

設
ポ
ン
プ
で
浄
水
場
に
供
給
す

る
。
角
間
郷
地
区
の
簡
易
水
道

に
つ
い
て
は
、
新
保
、
東
俣
、
魚

見
の
３
か
所
に
浅
井
戸
を
設
置

し
て
お
り
水
不
足
は
起
き
て
い

な
い
。
中
地
区
と
角
間
郷
地
区

と
の
配
管
接
続
は
既
設
配
管
の

口
径
、
高
低
差
の
問
題
が
多
い

た
め
計
画
し
て
い
な
い
。
な
お
、

角
間
郷
地
区
に
お
い
て
は
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
取
れ
る
よ
う
配
管
が

接
続
さ
れ
て
い
る
。

人
材
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

池
田
に
は
フ
ル
、ハ
ー
フ
で
働

き
た
い
人
を
斡
旋
す
る
窓
口
が

無
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
今
後
、

志
津
原
再
開
発
事
業
や
ツ
リ
ー

ピ
ク
ニ
ッ
ク
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
い
け

だ
の
拡
張
事
業
が
動
き
出
す
と
、

必
然
的
に
さ
ら
な
る
人
手
が
必

要
に
な
り
、民
間
の
労
働
力
を

補
う
た
め
に
も
人
材
セ
ン
タ
ー

が
必
要
で
は
な
い
か
。

農
村
政
策
課
長

  

各
商
工
事

業
、農
林
事
業
の
人
材
確
保
は

各
分
野
に
お
い
て
主
体
性
を
も
っ

て
積
極
的
に
検
討
し
て
い
た
だ

き
、町
と
し
て
は
人
材
セ
ン
タ
ー

の
検
討
は
し
て
い
な
い
。

町
長
の
動
静
の
新
聞
報
道
で

は
先
日
２
日
間
、熊
本
出
張
と

あ
る
が
、そ
の
中
身
は
。

町　

長

  

南
阿
蘇
村
の
自

然
環
境
と
観
光
商
品
を
結
ぶ
イ

ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、イ
ン
フ
ラ

ツ
ア
ー
の
現
場
を
視
察
し
て
き

た
。
イ
ン
フ
ラ
ツ
ア
ー
と
は
学
習

旅
行
、修
学
旅
行
と
考
え
て
い
い

も
の
で
あ
り
、こ
の
村
は
先
進
を

走
っ
て
い
る
の
で
勉
強
し
た
い
と

視
察
し
た
。

役
場
職
員
の
同
行
者
は
。

町　

長

  

町
土
整
備
課
長
も

同
行
し
、意
義
あ
る
も
の
だ
っ
た
。

熊
本
出
張
に
つ
い
て

農
村
政
策
課
長

  

当
初
計
画

で
は
約
３・３
ｈａ
の
計
画
で
用
地

交
渉
を
進
め
て
き
た
が
、必
要
な

同
意
が
得
ら
れ
な
かっ
た
た
め
２
・

５
ｈ
ａ
に
変
更
し
た
。下
流
側
に

駐
車
場
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、中

心
部
に
芝
生
広
場
と
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
を
考
え
て
い
る
。足
湯
や
馬
車

は
基
本
構
想
の
段
階
の
案
で
あ

り
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。冠
荘

の
建
替
え
や
場
所
な
ど
は
未
定
。 導水トンネルからの掘削ズリ
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一般質問とは、議員が町行財政
全般にわたって、自らの意見を述べ、
執行機関に見解を求めるものです。問う町政に
観
光
統
計
や
観
光
客
の
現
状
は

丸石  純一 議員

一般
質問

全
国
観
光
入
込
客
統
計
に
基

づ
い
て
調
査
し
て
い
る
池
田
町

の
該
当
施
設
は
何
店
舗
で
何
か

所
に
な
る
の
か
。

農
村
政
策
課
長

  

全
国
観
光

入
込
客
統
計
で
報
告
す
る
対
象

施
設
お
よ
び
行
事
は
、
渓
流
温

泉
冠
荘
、か
ず
ら
橋
、そ
ば
の
郷

池
田
屋
、ツ
リ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
い
け
だ
、ま
ち
の
駅

こ
っ
て
コ
テ
い
け
だ
、
食
の
文
化

祭
、以
上
５
つ
の
施
設
お
よ
び
１

つ
の
催
し
に
つ
い
て
行
っ
て
い
る
。

令
和
２
年
度
、池
田
町
の
宿

泊
全
施
設
で
も
宿
泊
客
数
は
何

人
か
。

農
村
政
策
課
長

  

宿
泊
者
数

は
約
６
，７
０
０
人
。
前
年
度
と

比
較
す
る
と
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
約
４
，２
０
０
人
減
少

し
た
結
果
と
な
っ
て
る
。

る
る
ぶ
に
広
告
掲
載
料
を
支

払
っ
て
い
る
が
、効
果
検
証
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
か
。

農
村
政
策
課
長

  

現
在
、
旅

行
誌
、る
る
ぶ
北
陸
版
お
よ
び

福
井
版
と
マ
ッ
プ
ル
北
陸
版
お
よ

び
福
井
版
、こ
の
４
誌
を
中
心

に
町
内
の
観
光
情
報
を
掲
載
し

て
い
る
。
そ
の
効
果
に
つ
い
て
は
、

近
年
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
県

外
の
お
客
様
は
全
体
の
約
２
割

と
な
っ
て
い
る
が
、そ
の
う
ち
の

約
半
数
の
方
は
、こ
の
よ
う
な

旅
行
誌
等
を
目
に
し
て
お
越
し

い
た
だ
い
て
い
る
と
の
調
査
結
果

が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
令
和
７
年
に
向
け

て
観
光
入
込
客
数
を
現
状
の

２
・
５
倍
に
増
や
す
計
画
を
し
て

い
る
が
、
第
２
期
総
合
戦
略
で

も
触
れ
て
い
る
が
、ま
ち
の
個
性

と
本
質
を
生
か
す
、伸
ば
す
、伝

え
る
観
光
の
促
進
の
た
め
に
も
、

よ
り
詳
し
く
池
田
町
に
係
る
観

光
客
の
現
状
を
知
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、所
見
を

伺
う
。

農
村
政
策
課
長

  

観
光
協
会

が
、毎
月
、19
の
事
業
所
か
ら
観

光
統
計
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
内

容
と
し
て
は
、ど
ち
ら
か
ら
お
越

し
い
た
だ
い
て
い
る
の
か
、売
り

上
げ
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、町
内

の
情
報
は
何
か
ら
得
て
い
る
の
か
、

ま
た
お
客
様
の
感
想
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
お
よ
び

ご
意
見
は
、
今
後
の
観
光
事
業

の
推
進
に
活
用
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

冠
山
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
す
る

こ
と
に
よ
り
、
揖
斐
川
町
と
商

工
関
係
や
、
防
災
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
連
携
を
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、現
時
点
で
福
井
県
池
田

町
と
岐
阜
県
揖
斐
川
町
を
つ
な

ぐ
観
光
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
が
、今
後
作
成
な
ど

を
検
討
し
て
い
る
か
。

農
村
政
策
課
長

  

国
道
４
１

７
号
冠
山
峠
道
路
の
観
光
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
整
備
は
、特
別
の
検

討
は
行
っ
て
い
な
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
毎
月
取
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、ア
ン
ケ
ー
ト

に
つ
い
て
は
本
当
に
現
状
で
十

分
な
デ
ー
タ
と
し
て
取
れ
て
い
る

の
か
。

農
村
政
策
課
長

  

今
後
も
う

少
し
踏
み
入
っ
た
内
容
の
調
査

も
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
よ

う
な
ご
質
問
の
内
容
か
と
思
う

が
、こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
、
観

光
の
部
署
等
で
検
討
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

主な指標 2015年度 2020年度目標 2020年度実績 2025年度目標

観光入込客数 154,088人 200,000人 211,924人 445,000人

町内宿泊客数 5,004人 10,000人 6,679人 13,500人

＊「池田町地方創生総合戦略」より出典

総務厚生常任委員会

疑 答質 応
委員長

飯田拓見
委員

宇野邦弘

宇野一正
副委員長

和田義則
丸石純一

松井靖明

和
田
議
員

  

３
回
目
の
集
団
ワ

ク
チ
ン
接
種
で
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
と

モ
デ
ル
ナ
社
製
を
選
べ
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長

  

モ
デ
ル
ナ
ワ

ク
チ
ン
が
交
互
接
種
に
て
使
用

で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
現

在
、国
に
お
い
て
審
査
中
で
あ
る
。

現
在
、池
田
町
で
は
約
１
，０

０
０
人
分
の
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
ワ
ク

チ
ン
を
保
管
し
て
い
る
が
、今
後

の
供
給
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
国

の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
状
況
。

ま
た
、１
、２
回
目
を
大
規
模

接
種
会
場
で
モ
デ
ル
ナ
製
を
接

種
さ
れ
た
方
も
あ
る
こ
と
か
ら

モ
デ
ル
ナ
製
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
も

受
け
て
接
種
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
る
。

松
井
議
員

  

池
田
町
に
お
い

て
は
ス
マ
ホ
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン

パ
ス
ポ
ー
ト
の
連
携
は
可
能
と

な
っ
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長

  

シ
ス
テ
ム

は
12
月
20
日
か
ら
連
携
が
可
能

と
な
る
と
聞
い
て
い
る
。
池
田
町

に
お
い
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
接

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
の
接
種
対
応
は

町
内
の
介
護
タ
ク
シ
ー
も
利
用
者
増
大
傾
向

種
履
歴
が
連
携
し
て
お
り
、
専

用
ア
プ
リ
を
入
れ
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
入
力
す
る
と
自
分
の
接

種
履
歴
が
確
認
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
並
行
し
て
紙
媒
体
の

接
種
証
明
書
も
申
請
に
よ
り
発

行
し
て
い
る
。

飯
田
議
員

  

ワ
ク
チ
ン
接
種

等
で
職
員
の
方
も
大
変
だ
と
思

う
。
し
っ
か
り
と
休
み
も
と
れ

る
よ
う
な
対
応
を
お
願
い
し
た

い
が
現
状
は
ど
う
か
。

総
務
財
政
課
長

  

今
回
、
夏

休
み
取
得
期
間
が
ワ
ク
チ
ン
接

種
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
夏
休
み
取
得
可
能
期
間
の

１
か
月
延
長
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
催
事
な
ど
で
の
休
日

出
勤
等
に
つ
い
て
は
代
休
の
取

得
を
す
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
。

丸
石
議
員

  

ふ
く
タ
ク
事
業

に
つ
い
て
利
用
者
15
％
増
と
の

こ
と
だ
が
、今
現
在
、町
外
か
ら

介
護
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
入
っ
て

き
て
い
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長

  

現
在
、
町

外
の
事
業
者
に
つ
い
て
は
ふ
く
タ

ク
事
業
の
対
象
と
し
て
い
な
い
。

宇
野
邦
弘
議
員

  

今
回
の
改

正
は
具
体
的
な
事
例
や
プ
ラ
ン

が
あ
っ
て
の
も
の
か
。

総
務
財
政
課
長

  

具
体
的
な

事
例
と
し
て
は
、今
年
の
秋
に
、

町
所
有
空
き
家
で
あ
る
冨
田
家

と
谷
崎
家
を
対
象
に
空
き
家
活

用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
活

用
者
を
募
集
し
た
結
果
、冨
田

家
に
つ
い
て
、古
民
家
１
棟
貸
し

事
業
の
実
施
を
希
望
す
る
事
業

者
が
あ
り
、現
在
、町
の
審
査
お

よ
び
地
元
区
へ
の
説
明
を
終
え

て
い
る
。
今
回
の
条
例
が
採
択

［
財
産
の
交
換
譲
与
、
無
償
貸
付
等
に
関
す
る

条
例
］の
一
部
改
正
す
る
の
は
な
ぜ

さ
れ
れ
ば
、
町
と
本
契
約
を
結

び
具
体
的
に
事
業
を
進
展
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

飯
田
議
員

  

町
が
町
有
財
産

を
無
償
譲
渡
す
る
規
定
は
整
理

さ
れ
て
い
る
の
か
。

副
町
長

  

今
回
は
、
町
の

普
通
財
産
の
無
償
で
の
貸
付
に

関
す
る
規
定
を
整
備
し
た
。

今
後
、
譲
渡
と
な
る
場
合
に

は
改
め
て
今
回
提
案
し
た
条
例

の
改
正
を
議
会
に
お
諮
り
す
る

こ
と
に
な
る
。

松
井
議
員

  
池
田
町
に
お
け

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
率

は
目
標
70
％
の
と
こ
ろ
74
％
の

実
績
と
い
う
こ
と
で
、全
国
的
に

も
高
い
取
得
率
で
は
な
い
か
。

住
民
税
務
課
長

  

最
新（
12

月
）の
総
務
省
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、全
国
の
町
村
で
は
６
位
、す

べ
て
の
自
治
体
で
は
12
位
と

な
っ
て
い
る
。

本
集
計
は
カ
ー
ド
の
交
付
率

に
よ
っ
て
い
る
の
で
、
最
終
的
に

は
順
位
は
も
う
少
し
上
が
る
の

で
は
と
思
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
率
は
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文教経済常任委員会

宇
野
邦
弘
議
員

  

道
の
オ
ア

シ
ス
の
事
業
規
模
が
縮
小
し
た

こ
と
は
、身
の
丈
に
あ
っ
た
整
備

と
な
り
良
い
と
思
う
。
以
前
の

計
画
書
で
は
、ふ
れ
あ
い
橋
付

近
も
事
業
計
画
地
と
な
っ
て
い

た
が
今
回
は
事
業
計
画
地
の
色

塗
り
が
さ
れ
て
い
な
い
が
、整
備

地
か
ら
は
ず
れ
た
の
か
。
そ
れ

に
伴
い
広
葉
樹
林
帯
の
整
備
も

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

農
村
政
策
課
長

  

大
が
か
り

な
工
事
を
伴
う
よ
う
な
特
別
な

工
事
で
は
な
く
、眺
望
が
よ
く

な
る
よ
う
周
囲
の
木
々
の
間
伐

を
実
施
す
る
程
度
の
整
備
で
あ

る
た
め
、今
回
の
図
面
で
は
色
塗

り
が
し
て
い
な
い
。

宇
野
一
正
議
員

  

令
和
５
年

度
を
め
ど
に
整
備
す
る
と
の
こ

と
で
発
注
に
も
時
間
的
余
裕
が

な
い
と
思
う
が
、河
川
暗
渠
化

や
駐
車
場
整
備
な
ど
も
含
め
た

一
体
的
発
注
と
す
る
の
か
。
ま

志
津
原
再
開
発（
道
の
オ
ア
シ
ス
）

丸
石
議
員

  

新
保
フ
ァ
ミ

リ
ー
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
、今

シ
ー
ズ
ン
は
町
主
体
で
行
い
レ
ス

ト
ラ
ン
は
開
か
な
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。レ
ス
ト
ラ
ン
、レ
ン
タ
ル
に
つ

い
て
は
黒
字
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、

レ
ス
ト
ラ
ン
を
営
業
し
な
い
と
決

新
保
ス
キ
ー
場

た
、現
在
生
え
て
い
る
桜
の
木
は

ど
う
す
る
の
か
。
移
設
す
る
の
か
。

農
村
政
策
課
長

  

セ
ン
タ
ー
ハ

ウ
ス
・
駐
車
場
・
芝
生
広
場
等

に
つ
い
て
は
一
括
発
注
と
な
る
。

今
回
補
正
予
算
を
お
願
い
し
て

い
る
、
河
川
の
暗
渠
化
や
モ
ク

モ
ク
ハ
ウ
ス
の
解
体
に
つ
い
て
は
、

全
体
整
備
の
事
前
の
整
備
と
の

位
置
づ
け
で
あ
る
た
め
、
一
括

発
注
で
は
な
い
。
桜
の
木
に
つ
い

て
は
、剪
定
な
ど
を
す
る
が
、今

後
の
施
設
整
備
に
支
障
が
あ
る

も
の
に
つ
い
て
は
伐
採
さ
せ
て
い

た
だ
く
、
移
植
ま
で
は
考
え
て

い
な
い
。

松
井
議
員

  

ふ
れ
あ
い
橋
付

近
で
は
川
遊
び
を
す
る
人
も
た

く
さ
ん
い
る
。こ
の
方
た
ち
が
、た

だ
川
遊
び
を
し
て
帰
っ
て
し
ま
う

の
で
は
で
は
な
く
、フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

ン
テ
ラ
ス（
仮
称
）の
方
で
も
滞

在
し
て
も
ら
う
よ
う
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
も
必
要
だ
と
思
う
。

農
村
政
策
課
長

  

現
在
、テ

ラ
ス
自
体
も
貸
し
出
す
方
向
で

考
え
て
い
る
。
ま
た
、テ
ラ
ス
に

は
簡
単
な
テ
ン
ト
を
張
れ
る
構

造
を
考
え
て
お
り
、ゆ
っ
く
り
と

滞
在
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

佐
野
議
員

  

こ
の
整
備
計
画

の
運
営
面
は
詰
め
て
あ
る
の
か
。

農
村
政
策
課
長

  

検
討
段
階

で
は
あ
る
が
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
と

の
連
携
や
、芝
生
広
場
で
は
ゆ
っ

く
り
し
て
い
た
だ
け
る
テ
ン
ト
の

設
置
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、山

あ
い
の
町
で
緑
が
広
が
る
景
観

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
施
設
設
計
と
な
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

佐
野
議
員

  

今
後
、
今
回
の

計
画
が
大
幅
に
変
わ
る
こ
と
は

あ
る
の
か
。

農
村
政
策
課
長

  
事
業
は
公

募
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方

式
で
行
う
た
め
、
様
々
な
視
点

で
提
案
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

よ
り
良
い
も
の
を
整
備
す
る
観

点
か
ら
今
回
の
図
面
と
比
較
す

る
と
変
更
す
る
可
能
性
は
あ
る

が
、
基
本
的
な
部
分
は
変
わ
ら

な
い
。副

町
長

  

道
の
オ
ア
シ
ス
に

つ
い
て
は
、国
道
４
１
７
号
を
通

行
す
る
人
に
ト
イ
レ
利
用
だ
っ

た
り
、立
ち
止
ま
っ
て
も
ら
い
地

域
の
特
産
品
を
買
っ
て
も
ら
う

な
ど
も
含
め
た
機
能
を
持
っ
た

も
の
。「
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
」に
は

ど
の
季
節
も
楽
し
め
る
場
所
と

い
う
意
味
合
い
が
あ
る
。
実
際
、

テ
ラ
ス
予
定
地
か
ら
は
足
羽
川

の
渓
谷
の
眺
望
が
す
ば
ら
し
い

の
で
そ
こ
を
活
用
し
て
建
物
の

設
計
な
ど
も
考
え
て
い
く
。
冬
に

つ
い
て
も
外
国
人
か
ら
し
た
ら

雪
景
色
は
魅
力
の
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
で
も
あ
る
の
で
、ア
イ
デ
ア
次

第
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る

と
思
う
。

岩
﨑
議
員

  （
意
見
）

　

整
備
後
の
管
理
が
か
な
り
大

変
な
印
象
を
受
け
た
。
特
に
芝

生
に
つ
い
て
は
池
田
の
気
候
状

況
か
ら
も
大
変
管
理
が
難
し
い

と
思
う
し
、
年
々
見
た
目
が
汚

く
も
な
っ
て
も
く
る
。
ま
た
、管

理
不
行
き
届
き
で
雑
草
が
生
え

て
き
て
は
い
け
な
い
と
も
思
う
。

ど
れ
く
ら
い
の
費
用
が
必
要
か

も
含
め
て
管
理
面
の
検
討
も
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

佐
野
議
員

  （
意
見
）

　

Ｔ
Ｐ
Ａ
や
冠
荘
裏
の
駐
車

場
も
活
用
す
る
と
の
こ
と
で
は

あ
っ
た
が
、
駐
車
場
が
64
台
と

い
う
の
は
小
さ
い
の
で
は
な
い
か
。

現
状
、土
日
と
な
る
と
か
な
り

の
人
が
池
田
へ
来
て
い
る
し
、特

に
夏
場
の
川
遊
び
に
は
結
構
な

人
が
い
る
。
ま
た
、冠
山
ト
ン
ネ

ル
開
通
に
よ
り
中
京
圏
の
来
客

が
増
え
る
こ
と
を
見
越
す
と
小

さ
い
と
思
う
。
せ
っ
か
く
来
た
人

が
駐
車
場
が
いっ
ぱ
い
で
通
過
し

て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と

に
な
ら
な
い
よ
う
検
討
い
た
だ

き
た
い
。

宇
野
邦
弘
議
員

  

牧
場
の
目

的
外
使
用
に
つ
い
て
は
町
長
の

許
可
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
、牧

場
の
辺
り
か
ら
ラ
ジ
コ
ン
グ
ラ
イ

ダ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
も
許
可

の
対
象
と
な
る
の
か
。

副
町
長

  

牧
場
で
の
畜
産

や
農
業
振
興
に
質
す
る
も
の
以

外
は
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、そ
の

よ
う
な（
グ
ラ
イ
ダ
ー
）行
為
も

目
的
外
使
用
に
入
っ
て
く
る
。

佐
野
議
員

  

牧
場
の
土
地
は

町
有
地
で
あ
る
の
か
。

能
楽
の
里
牧
場
の
管
理
運
営

木
望
の
森
づ
く
り
課
長
補
佐

 

　

大
半
は
水
海
区
の
生
産
森
林

組
合
の
所
有
で
、２
筆
の
町
有
地

が
あ
る
。
平
成
２
年
に
町
と
水

海
区
と
無
償
の
賃
貸
契
約
を
結

び
、牧
場
の
敷
地
と
し
て
借
り
て

い
る
。

丸
石
議
員

  

能
楽
の
里
牧
場

に
つ
い
て
は
、今
後
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
。

副
町
長

  

現
状
、畜
産
農

家
の
減
少
は
あ
る
が
、繁
殖
と
い

う
畜
産
の
中
の
一
形
態
は
重
要

だ
と
認
識
し
て
い
る
の
で
今
後
も

粘
り
強
く
考
え
て
い
き
た
い
。

佐
野
議
員

  （
意
見
）

　

牧
場
周
辺
に
は
、山
登
り
、ピ

ク
ニ
ッ
ク
的
に
訪
れ
て
い
る
方
も

多
く
い
る
。
観
光
資
源
と
し
て
み

て
も
大
変
価
値
が
あ
る
と
こ
ろ

だ
と
思
う
。ト
イ
レ
ぐ
ら
い
は
開

け
て
お
い
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

畜
産
だ
け
と
い
う
の
で
は
な
く
、

そ
の
他
の
活
用
も
含
め
た
検
討

も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

め
た
の
は
ど
う
し
て
か
。レ
ス
ト

ラ
ン
が
従
業
員
の
昼
食
の
役
割

も
担
っ
て
い
た
部
分
も
あ
る
。

農
村
政
策
課
長

  

レ
ス
ト
ラ
ン

に
つ
い
て
は
人
員
、収
益
性
の
面

か
ら
課
題
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

今
回
、鍵
を
し
め
て
利
用
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、休
憩

所
と
し
て
多
く
の
お
客
様
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
予
定
。

疑 答質 応
委員長

岩﨑昭一
委員

宇野一正

佐野和彦
副委員長

宇野邦弘
松井靖明

丸石純一

道のオアシス　整備予定地

（仮称）道のオアシス  整備概要図全体（イメージ）

芝生広場

芝生広場

イベント広場エントランス
駐車場

国道417号

足羽川
管理通路

⬆至 渓流温泉 冠荘

展望デッキ

プライベートテラスA

プライベートテラスB

パブリックテラスB

パブリックテラスA

ステージ

ビジターセンター
渓流温泉 冠荘

足羽川

国道417号
計画地
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議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

丸
石　

純
一

副
委
員
長　

宇
野　

一
正

委　
　

員　

佐
野　

和
彦

委　
　

員　

宇
野　

邦
弘

委　
　

員　

松
井　

靖
明

発
行
責
任
者

議　
　

長　

飯
田　

拓
見

編集後記
広
報
特
別
委
員
会
に
携
わ
り
、12
回
目
の

発
行
と
な
り
ま
し
た
。
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
、議
会
だ
よ
り
で
は
理
事
者
側
と
の
議
論

の
過
程
を
お
知
ら
せ
し
、町
民
の
皆
様
と
行
政
、

町
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
住
み
よ
い
池
田
町

の
町
づ
く
り
を
目
指
せ
る
よ
う
に
、頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
は
、皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
大

変
な
一
年
だ
っ
た
と
お
察
し
い
た
し
ま
す
。
今

年
は
一
転
し
て
、皆
様
に
と
っ
て
良

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。	

（
丸
石
純
一
）

４
季
ぶ
り
に
営
業
を
再
開
し
た
新
保

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
に
は
地
元
の
人
が

驚
く
ほ
ど
正
月
か
ら
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
今
季
の
営
業
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
レ
ジ
ャ
ー
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
化
し

て
い
く
中
で
、今
後
の
ス
キ
ー
場
の
運
営
を
検

証
し
て
い
く
目
的
も
あ
り
ま
す
。

表
紙
の
写
真

２年ぶりの行政交流会開催

あそびハウス視察 ジップライン視察

岐阜県揖斐川町議会岐阜県揖斐川町議会

新型コロナウイルスの影響で中
断していた揖斐川町議会との行
政交流会が２年ぶりに開催されま
した。この行政交流会は旧徳山
村の時から始まり旧藤橋村、揖斐
川町と合併後も続いています。

今回は令和５年度開通の冠山
峠道路について、国土交通省福
井河川国道事務所の説明を受け、
今後の事業推進について意見交
換を行いました。その後、町内の
各施設を視察しました。揖斐川町議会の皆さんは、 

「池田町のまちづくりは参考になるところがたくさんあ
る」 と熱心に視察されていきました。

冠山峠道路事業説明及び意見交換会
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池
田

町
議

会
だ

よ
り
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